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資料

高速 FORTRANプロセッサの概要

研究開発部藤井 護

前号でお知らせした高速FORTRANプロセッサ (High-speedFORTRAN Processor 

一以下HFPと略します）の概要を以下に紹介します。

1. ハードウェア

演算処理装置

システム制御装置

入出力

処理装置

ディスク

処理装置

x2 2.6GBx3 

6250/1600 RPI 

図 1. HFP構成概念図

主記憶

(32 MB) 

図lにシステム構成の概念図を示します。図のように、 HFPは、 ACOSシステム 100 0 (以

下ACOS1000または S1000と略します）の背後に置かれており、利用は全てS1000経

由で行います。即ち、 S1000の端末、カード読取装置からジョプを投入し、 S10 00の端末や

ライン・プリンタなどに結果を出力する形態をとります。 (HFPにもカード読取装置、ライン・プ

リンタなどが接続されていますが、これらはセンターの運用上必要なもののみで、利用者が直接使
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うことはできません。）また、プログラムやデータなどのファイルは、 S10 00のファイルに保持

しておき、必要に応じてHFP側に転送（利用者が指定したファイルは自動的に転送されます）し

て使うことになります。

HFPの演算処理装置 (ExecutionProcessing Unit, EPU)は1台で、 S1000の演算処

理装置の約 2倍の速さであるといわれています。 HFPの1語は 32ビット (4バイト）で構成さ

れます。扱えるデータ形式は、 2進固定小数点、 2進浮動小数点、文字ストリング、ビット・スト

リングがあります。 2進固定小数点には半語 (16ビット）のものとー語 (32ビット）のものがあ

ります。 2進浮動小数点の内部表現は、指数部8ビット (16進）で、仮数部は単精度のとき 24ビ

ット、倍精度のとき 56ビット、 4倍精度のとき 112ビットです。従って、 S1000と比べると表

1のように、扱える数の範囲も狭くなり、有桁桁数も少なくなります。
(1) 

表 1. 浮動小数点数の表現範囲と有効桁数

＼ 
表現範囲 有効桁数 (10進）

（絶対値） 単精度 倍精度 4倍精度

HFP 0 10-78 ~10 75 ， 6.3 16.8 3 2.8 

ACOSlOOO 0, 10 -155 -10 152 7. 2 18.0 3 6.1 

文字の内部表現はEBCDICカタカナ・コードで、 S10 00のJIS、BCDいずれとも異って

います。しかし、 S1000を経由してデータの転送が行われるとき、自動的にコード変換が行われ

ますので通常は特に意識する必要はありません。

実装される主記憶は 32MBです。アドレッシングの基本単位はバイトで、いわゆるバイト・マシ

(1) 
ンとなっています (HFP FORTRANにおけるALCオプション参照 ）。 また、仮想空間の

大きさは、当面は 32MBです。 S10 00の64MBより狭くなりますが、近い将来、大巾に拡大さ

れますので、暫く御辛抱下さい。

2. ソフトウェアとHFPの利用法

HFPで使える言語はFORTRAN77のみです。処理の形態は、 TSS、バッチ (CRJE、

リモート・バッチを含む）いずれも可能です。ただし、 TSSの場合、 ソース・プログラムやデー

タの作成・編集はS10 00のファイル上で行い、実行をHFPで行うという形態をとります。パー

マネント・ファイルは S1000上におかれ、必要に応じてHFPに転送されることになりますが、

この場合のファイルはANK(英・数・カナ）データに限られます。
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以下にHFPの利用法を簡単に解説します。詳細はセンター・ニュースの次号または文献(2)を御

覧下さい。

(1) TS Sの利用法

図2のように、まずS1000のTSSにコネクトし、 FRT77サプシステムを呼出し、必要な

らばフ゜ログラムやデータの作成・編集を行って、 HFRUNコマンドを投入すると、このコマンド

で指定したプログラムやデータがHFPのファイルに転送されて、その後翻訳・実行を開始しま

す。実行中の端末への入出力はS100 0のTSSと同様です。実行が済むとビルドモードに戻り

ます。なお、 HFRUNコマンドはS100 0のTSSのFRT77サブシステム下のみで有効です。

三
セッション開始

FORTRAN77 
サプシステム呼出し

"*"表示
（ビルドモード）

(2) バッチの利用法

。 $$$CON,TSS 

。 USERID-userid 
PASSWORD-password 

• SYSTEM? FRT7 7 0 sourcefile 

0 テキストの入力／修正

0 * RESAVE sourcefile 
。 * HFRUN sourcefile : オプション

• * BYE 

図2 TSSによるHFPの利用

図3のように、基本的には$HFP文を一枚挿入するだけでHFPを利用することができます。

図の中で、ソース・プログラムおよびデータのところは、 $PRMFL文などでファイルを指定

することもできます。いずれにしても、 TSSの場合同様、これらのプログラムやデータは HFP
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のファイルに転送された後、翻訳・実行されます。

$ SNUMB 

$ JOB 

$ HFP 

$ FRT77 

ソース・プログラム

$ GO 

データ

$ END JOB 

* * * EOF 

図3. HFPジョブの構成
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